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論文の内容の要旨
ジッパーリ語はオマーン毘西部のズファール行政区で話される言語で、系統的にはセム語族に属する。音
韻的にアッカド語やアラビア語より古い特徴を保持するため、セム語の音韻史を語る上で非常に重要な言語
であるが、ジッパーリ語の先行研究には不明な点が少なくない。とくに本研究で取り扱う単語レベルのプロ
ソデイーの記述には問題が多く、その結果、ジッパーリ語のデータを比較セム語学において十分生かし切れ
ていない現状がある。そこで著者は 2008年と 2010年にオマーンでフィールドワークをおこない、ジッパー
リ語の音声的実体を調査してきた。その際に得た録音データを音響音声学的手法によって解析し、ジッパー
リ諾における単語レベルのプロソデイー(とくに高さ、長さ、強さ)を記述するとともに、音声学的に意味
のあるパタンを可能な限り抽出することが本論文の目的である。
本論文で言うところの「音声学的に意味のあるパタンjとは純粋なマイクロプロソデイー以外のものであ
り、マクロプロソデイー、マクロプロソデイーとマイクロプロソデイーの中間的な現象を指す。マイクロプ
ロソデイーは微細で、知覚できないものである。例えば、 taとdaを発音した場合、母音の基本周波数は t
に後続する母音の方が高いが、これは聴き取れないほど微細な違いである。それに対しマクロプロソデイー
は知覚できるものである。マクロプロソデイーとマイクロプロソデイーの中間的な現象とは子音の違いがあ
りながら、知覚できるものである。例えば韓密語における、喉頭化音と無声無気音の違い、デンマーク語に
おけるはのdと非 stのdの違いがそうである。ジッパーリ語には韓国語の喉頭化音と向様、喉頭に緊張をもた
らす放出音がある。また中野(1998)はジッパーリ語に「一種のはのdtoneJがあると指摘している。ここか
らジッパーリ語のパタンにはマクロプロソデイーだけでなく、マクロとマイクロの中間的現象も含んでいる
可能性がある。
本論文は5つの章によって構成される。第l章は序論であり、ジッパーリ諾の地理、系統などの概説をお
こなったよで、先行研究によるジッパーリ諾の音韻体系とその問題点を示す。これによると問題点は 2つあ
る。第 lにT.M. ]ohnstoneのJibbalilexicon (New York: : Oxford University Press， 1981)のストレス記号に関わ
る問題である。 ]ohnstoneはストレス記号が2つ付される vvという表記と母音のよに何の記号も付されな
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い1音節語のVという表記を認めている。しかし、Johnstoneはストレス記号を使用している点から、ジッパー
リ語をストレスアクセントの言語と見倣しているといえる。ジッパーリ語がそうであるとすると、 vvまた
Vの音声的実体は定かでない。第 2の問題は中野焼雄の Comparativevocabulary 0/ southern Arabic: Mahri， 
Cibbali and Soqotη(Tokyo: Institute for the Study of Languages and Cultures of Asia and Africa， 1986)の喉頭化
記号(つである。中野は喉頭化記号を超分節音的なものであると説明しているが、そのプロソデイーの実
体について何も言及していない。上記の問題は、ジッパーリ諾のプロソデイーの記述が不十分であることを
示している。これをふまえて研究目的が設定され、研究方法が説明される。
第2章では、放出音が後続母音の基本周波数に影響を与えるか否かを検討する。例えば、韓国語の喉頭化
音は後続母音の基本周波数に大きな影響を与えることが知られ、喉頭化音を含む単語と非喉頭化音を含む単
語とでは高さのパタンが変わってくる。放出音も喉頭に大きな緊張をもたらす音であるため、 i喉頭化音のよ
うに後続母音の基本周波数に大きな影響を与える可能性がある。その場合、放出音を含む単語の高さのパタ
ンと非放出音を含む単語の高さのパタンを同一視することはできず、両者を分ける必要がある。基礎実験(放
出音と非放出音でミニマルペアではない例を使用)と本実験(放出音と非放出音でミニマルペアとなる例を
使用)の結果、ジッパーリ語の放出音が後続母音の基本周波数に及ぼす毘有の影響はみられなかった。した
がって、放出音を含む単語のパタンと非放出音を含む単語のパタンを分けて記述する必要はないと考えられ
る。
第3章では 2音節語の基本題波数、インテンシティー、時間長をクラスター分析し、そこから得られたグ
ループを検討し、結果として①第 l音節に卓立があるパタン、②L+R/Hパタン、③HJL+Fパタン (Lは低、
Rは上昇、 Hは高、 Fは下略を示す)の 3つが存在することを究明する。①は第 I音節が第2音節より高く、
かつ強いパタンである。②は第 l音節よりも第2音節の方が高く、第2音節が喉頭化によって下降しないパ
タンである。③は第 2音節が下持するパタンである。 L+RJHパタンは「短母音+短母音jと「長母音十短
母音J、HJL十Fパタンは「短母音+短母音jと「長母音+短母音JI短母音+長母音Jに下位分類される。
さらに、基本周波数とインテンシティーが部分的に連動していることも明らかにされる。
第4章では 1音節諾の基本周波数と時間長をクラスター分析した上で、各グループの特徴を吟味し、結果
として 2種類のパタンが存在することを突き止める。ひとつは下降しない特徴を示すHパタンで、もうひ
とつは下降する特徴をもっ Fパタンである。 Hパタンは喉頭化を伴っており、 Fパタンは長母音と短母音に
下位分類される。
第5章は結論である。第 1章~第4章の内容を簡潔に要約した上で、 2音節語と 1音節語に共通する特徴
をまとめている。まず、 2音節語と l音節語の両方に下降ノfタン(1音節語、 2音節語ともに F) と非下経
パタン(1音節語H、2音節語孔位)が存在し、非下降は短母音のみで、起きるという事実を指摘する。また、
中野(前掲書)に用いられる喉頭化記号 (0)について、中野は「一種の stodtoneJであると指摘しているが、
2音節諾においても l音節語においてもジッパーリ語の喉頭化は大きく下降するデンマーク語のはのdとは異
なることを指摘する。その上で、残された課題と今後の展望を示している。
審査の結果の要旨
本論文は、これまで不明な点の多かったジッパーリ語のプロソデイーに関していくつかの重要な発見をも
たらした点で、セム語学および言語学一般に対して毘有の貢献を果たす貴重な記述的研究であると言える。
本研究に関して特筆すべき点は次の3つである。まず、オマーン国西部のズファール行政区で自らインブオー
マントを探して現地調査を実施し、ジッパーリ諾音声資料を収集した点である。自立的な行動力と実証的な
研究姿勢は記述言語学者として必須の資質であるが、本論文を通して著者がこれらの資質を高いレベルで、備
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えていることがうかがえる。次に、音響解析に耐える高音質の録音を行い、ジッパーリ語のプロソデイーを
実験音声学的手法によって客観的に記述した点が特筆に値する。本論文に収録された大量の解析データは
ジッパーリ語奇声学・音韻論の基礎データとして活用され、今後多くの研究者によって参照、引用されるこ
とになろう。さらに、本論文が探索的な手段としてクラスター分析を援用した点も重要である。上述の通り、
ジッパーリ語のプロソデイーについては不明な点が多く、前提となる有力な知見や仮説が存在しなし=。その
ため、本論文は探索型の研究とならざるを得ないが、統計的な手法を活用して音声学的に意味のあるパタン
の抽出に成功した点は評価に値する。
ただし、本論文に問題点がないわけではない。まず、本論文は 1名のインフォーマントから収集したデー
タに立潤している。探索型の研究としては十分価値があるが、次の段階として、ここで得られたプロソデイー
のパタンが他の話者のデータにおいても再現するかどうかを検証する必要があろう。また、分析資料の選択
に際しては、マイクロプロソデイーを細心にコントールする必要がある。すなわち微細な子音の影響を排除
し、母音の内在的特性をふまえて母音が持つ影響も取り除くことにより、より精綴な分析を行うことが望ま
れる。
しかし、上記の問題点はいずれも著者自身によって今後の課題として自覚的に受け止められており、本論
文の学術的価値を損なうものではない。
平成 24年 10月 17日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本
論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。なお、学力の確認は、著者が「人
文社会科学研究科論文審査等実施細則j第 10条(1)に該当することから免除し、審議の結果、審査委員全
員一致で合格と判定された。
よって著者は、博士(言語学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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